
 

 

 

 

「あいさつ」の力  
  川辺北小学校校長  川上二郎 

 

 日を追うごとに朝晩の寒さが増し、校庭の木々も赤や黄色に色づき始め、秋の深ま

りを感じるこの頃です。 

 先日、地域の方と立ち話をする中で、北小学校の子どものことが話題にあがり、そ

の方は「○○ちゃんはいつも元気にあいさつをしてくれる。かわいいねぇ～。」と目を

細めて話してくださいました。また別の地域で見守りボランティアの方と話をしてい

ると、「□□くんの元気なあいさつを聞いていると、こちらまで元気になってくるよ。

いい子だねぇ～。」と話され、その子のことを褒めてくださいました。 

 考えてみると、そうやって褒めてくださった地域の方と子どもとの接点といえば、

あいさつをする瞬間だけです。その子と一緒に生活しているわけではないので、その

子がどんな子であるかあまり知らないはずです。でも、その一瞬のあいさつからその

子の人間性を見て取り、加えて「かわいい」「いい子だ」と肯定的な見方までしてくだ

さっています。更には「お宅のお子さんはいいあいさつをされますね。」と、その家庭

の評価まで上がります。そして驚かされるのが、そんな一瞬のあいさつの評価が、的

を射ているところです。改めて「あいさつの力」を感じます。 

「あいさつの力」を感じることが他にもあります。それは登下校の際の道を横断する

場面です。通学班ごとに登下校する北小の子どもたちは、道を横断する時には左右を

よく確認し、遠くに車を見つけると立ち止まって、停車してくれることを確認するま

で待っています。車が止まってくれると班員は急いで渡り、振り返って深々とお辞儀

をします。中には帽子を取ってお辞儀をしている子もいます。 

この姿をドライバーの視点で見たらどう感じるでしょうか。止めた車の前を子ども

たちが急いで渡り、車を発車させると子どもたちが帽子を脱いで深々とお辞儀をして

いる・・・。こんな姿を見せられたら、ドライバーは翌日以降も横断歩道で子どもた

ちを見かけたら、「止まってあげたい」と思うのではないでしょうか。出勤や家族を駅

へ送り届けるなど、朝の１分・１秒はとても貴重です。そんな気持ちがはやる時に、

子どもたちのあいさつはドライバーに「車を止めてあげよう」という気持ちにさせる

大きな力となって働き、結果的に子どもの安全

を守っているように思うのです。 

たかが「あいさつ」、されど「あいさつ」。 

あいさつには人の心を動かす大きな力があると

信じ、家庭で、地域で、学校で、子どもを取り

巻く大人が異口同音に子どもたちにあいさつの

大切さを伝えていってほしいと願っています。 
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止まってくれた車にあいさつをする児童 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会  
ありがとうございました。 

 １０月７日（土）の運動会では、全校児童

が精一杯の力を出しきることができました。 

保護者の皆様をはじめ、ご家族やたくさん

の地域の皆様の温かな励ましや拍手の応援

が、子どもたちのやる気と笑顔を引き出して

いました。 

また、後片づけでは、保護者の皆様が率先

してお手伝いをしてくださり、素早く終える

ことができました。本当にありがとうござい

ました。 

【開会式 選手宣誓】 

【低学年リレー】 【地域種目 みんなで踊ろう！ジェンカ】 



 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ふれあい挨拶当番について、空き地の所有者の方にはお伝えしていただいていますので、駐車していた

だいて構いません。お車でお越しの保護者の方は、十分注意をして当番活動にあたってくださいますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 活動場所について等、来年度のふれあい挨拶当番活動の詳細については、本部役員及び実行委員会の中

で検討していくこととします。 

 

▶地域での挨拶の様子については、学校でも課題ととらえています。挨拶の姿を高め、「いつでもどこで

も誰にでも」気持ちの良い挨拶ができる本物の姿にまで高めるよう、今後も指導を継続していきます。 

 

▶タブレットを使った効果的な学習方法については、今後さらに研究と実践を進めていく必要がありま

す。まずはタブレットに慣れるところからスタートしましたので、これからは力をつけるための一つの

道具としてタブレットを使いこなしていけるよう活用の仕方を工夫していきます。 

 

 

 

 

前期保護者アンケートより 

 「すぐーる」による保護者アンケートにご理解ご協力いただき、ありがとうございました。アンケートの

グラフによる集計結果については、北小学校ホームページに載せていますのでご確認ください。 

前期のアンケート結果から、後期特に重点として取り組みたい内容は以下の３点です。 

※子どもたちが確かな学力を身につけ、誰もが「わかった」「できた」「楽しい」と感じられる授業づくりに

努める。 

※読書、家庭学習を含めた基本的な学習習慣や生活習慣が定着するよう、家庭との連携をさらに密にし、さ

まざまな機会や方法について情報共有を図っていくようにする。 

※「ことば」にこだわった指導を強化し、自分が発する「ことば」の重みや意味を考えさせ、自分や周りの

人を大切にできる「心」を育てる。 

～アンケートへのご協力ありがとうございました～ 

また、自由記述では、たくさんの貴重なご意見・ご感想をいただきました。紙面の関係上、一部を紹介させ

ていただきます。 

〇2学期は行事もたくさんあるので、子どもも楽しく過ごせているようです。頑張りを認めてもらえる

ことが、とても自信につながっているように感じます。 

〇山登りは、計画段階からワクワクしながら企画してもらった様子が伝わり、当日まで子どもと一緒に

ワクワクしました。普段から先生方が、子ども達一人一人をよく見て頂いているのが分かり、安心し

て通わせることができています。 

〇子供が大きくなるにつれ、心も大きく成長していっているのを実感する今日この頃です。先生達に頼

りきらず、家庭内でも子供との触れ合いを大事に生活していきたいなと思います。 

〇夏休みの宿題では、タブレット学習が楽しいようで進んで取り組んでいました。やっぱり楽しいと思

えると、学習も自分から取り組めています。 

※ふれあい挨拶当番ですが、中組方面ではどこに駐車をすればいいですか？通学路という事で路駐する

わけにもいかず、近所の空き地に停めましたが、空き地の所有者とトラブルにならないか心配。挨拶

当番を継続するのならきちんと駐車場を確保して欲しい。 

※当番で朝挨拶に立ちます。自分の子が通らない所に立つよりも、学校の校門に立つのはどうでしょう

か。年に一度の事ですが、朝子供の顔を見ずに一人で学校に行かせるのは寂しいものです。 

※登下校中の挨拶がない 

※タブレット端末での宿題は、択一選択での回答であって、自分でペンを持って書く習慣がないと、分

からない問題でも答えを考えて導く必要がないため、宿題としての意味が薄く感じます。タブレット

端末の使用については、まだ、導入期であるため、今後の使用方法について、期待しています。 

 


